
１．研究の概要

(1) 背景
　明治時代から戦前にかけての橋梁の設計思想，デ
ザインに関する研究の蓄積はかなり進んでいる．対
象地を東京とした研究では，帝都復興橋梁以前のも
の 1)－ 3)，帝都復興橋梁に関するもの 4)－ 19)，さらに
設計者・技術者などの人物にフォーカスしたもの
20)，21)，総合的な観点からの研究 22)，23) などがある．
対象地を大阪とした研究では，大阪の橋梁全般に関
するもの 24)，設計思想に関するもの 25) － 27)，他都市
の比較も含め歴史的展開とデザインコンセプトに注
目したもの 28)，29) などがある．
　これらの研究はいずれも史料や文献，および現存
する橋梁を素材として行われてきた．その中におい
て，大阪市営電気軌道事業（以降，「大阪市電事業」
と記す）で建設された橋梁の図面が新たに大量に発
見され，その整理やアーカイブ化，検討吟味の活動

が平成 25（2013）年より，次節に示す研究会にお
いて始まっている．そこで，本論文では新たに発見
された橋梁図面等から，これまで網羅的に検討され
ることがなかった大阪市営電気軌道事業による橋梁
を対象として，その一覧化を行うとともに，そこか
ら読み取れる特質について考察するものである．

(2) 大阪市電事業の橋梁図面の研究会
　新たに発見された大阪市電事業で建設された橋梁
の図面を対象として，元大阪市役所職員および橋梁
技術者などで構成されるボランタリーな研究会「大
阪市の市電事業で建設され，保存されている橋梁図
面の評価・活用研究会」（表－１参照，以降「チー
ム市電」と記す）が立ち上げられた．その活動につ
いては別稿で報告される予定である．著者らもこの
研究会の活動に参加し，貴重なデータの閲覧および
利用をさせていただいた．本論文はそのデータを活
用したものである．

大阪市営電気軌道事業による
橋梁の全体像と特質

小澤　広直 1・佐々木　葉 2

　大阪市では，明治後期から戦前にかけて行われた数々の都市計画事業により，市内中心部の街路や橋梁
等の整備が行われ，近代都市として大きく発展した．本研究は，その発展に寄与した大阪市営電気軌道事
業によって新設または改築された橋梁について，新たに発見された，橋梁図面や構造計算書をもとに，そ
の橋梁デザインの特徴について考察した．その結果，大阪市営電気軌道事業の橋梁群は鋼鈑桁・木桁の構
造型式が多く採用され，例外的にアーチ橋が採用されていたこと，高欄には特徴ある意匠が施されていた
ことなどが明らかとなった．
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(3) 本論文の目的と方法
上述の貴重なデータを活用し，本論文では，明治

時代末期から始まる大阪市電事業によって建設され
た橋梁（以降，「大阪市電橋梁」と記す）の全体像
と特徴を把握することを目的として，具体的に以下
の方法で研究を進めた．

① 大阪市電事業の概要を文献30)－32)より整理する．
② 明治 36（1903）年開業の市電第１期線築港

線から昭和 11（1936）年開業の市電期外線
土佐堀南岸線までの大阪市電事業において架
設された大阪市電橋梁に関する情報を主要な既
存文献 30)－33) や地図 34)－ 36)，「チーム市電」によっ
て整理された図面 37) など（表－２）を総合して
図表化を行う．

③ 上記の整理の過程から読み取られる大阪市電
橋梁の特徴を明らかにする．

２．大阪市電事業の概要

(1) 事業の概要
大阪市電事業は，明治 36（1903）年の第５回内

国勧業博覧会の開催及び大阪築港の桟橋供用開始を
契機として，事業が開始された．同年に開業した第
１期線 : 築港線（花園橋～築港桟橋）は，当初は採
算を度外視して開業したものの，思わぬ好成績を挙
げた．これにより，大阪市は事業の採算性に見通し
を立て，更なる展開を図った．
　明治 41（1908）年開業の第２期線 : 東西線・南
北線という大阪市街中心部を縦横に渡る２大幹線を
始めとして，翌明治 42（1909）年からは第３期線
として 18 路線，大正 10（1921）年からは第４期
線として７路線の敷設および営業を開始した．第４
期線の事業後期からは，大阪市との境界に位置する
隣接市町村への展開を図り，期外線として戦後まで
敷設を継続し，最終的には計 53 路線もの営業路線
（図－２，表－３）を展開した．最盛期には，営業
キロ約 115km，１日平均乗車人数約 140 万人を記
録した（図－３）．

(2) 事業の意義
大阪市電開業当時の大阪市長である鶴原定吉は，

第１期線の好調を受けて，開業後の大阪市会にて
「大阪市ニ於テ将来布設スベキ市街鉄道ハ総テ大阪
市直接ニ之ヲ経営スルモノトス」と市内交通機関市
営主義の方針を宣言し，次の３点を明確にした 40)．

① 市街鉄道の利益で道路を拡張し，交通機関を
整備する等，都市の発展上至大の利益を与える．

② 市にとって好個の新財源となり , 将来の歳出
膨張に備える．

③ 事業の性質は他の独占事業に比し，技術的にも
取扱上も簡単なうえ，収益が多いので市営に適
し，またその必要がある．

　この方針により，大阪市電が開業するまで行われ
ることのなかった，大阪市内中心部における道路・
橋梁の整備が促進されることとなり，近代都市を形
成していく上での大きな意義があったと言える．

氏名 所属
代表 松村　博* 元大阪市建設局
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表－１　研究会の構成

図－１　保管・整理された図面の様子
（2014 年 9月著者撮影）

注：＊は大阪市建設局橋梁課在籍経験者を示す．
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３．大阪市電橋梁の一覧表と地図の作成

(1) 橋梁の構造諸元および架設地点の特定
　大阪市電橋梁について，表－２に示す主要参考史
料・文献をもとに，架設橋梁の一覧を作成するとと
もに，設計図面や構造計算書等をもとに構造型式や
諸元，意匠に関するデータを収集した．収集したデー
タの一覧を表－４として示す．

　構造型式・諸元の特定においては，設計図面等の
一次史料の場合には桁断面図や平面図からの読み取
りを行い，既存研究等の文献の場合には記載事項を
引用した．
　架橋地点の特定には，図面名や平面図を当時の地
図 34) － 36) と照合して行い，必要に応じて，旧地名の
調査 41)・照合を行い※注１，特定した．第一次都市計
画事業と併行して行われた橋梁※注２については，文
献 42)，43) より架設地点を特定した．

(2) 地図の作成
　(1) で整理した大阪市電橋梁について，構造型式
および架橋地点の双方が明確となった 90 橋につい
て，当時の地図へプロットを行った．さらに，分析
に向けて，地盤に関する地図（地耐力分布図）等の
作成も行った．本研究にて作成した地図とその概要
を表－５として，これらの地図を重ね合わせた地図
を図－４として示す．

図－２　営業路線名称図 38)
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図－３　営業キロ及び１日平均乗車人数 39)

表－２　主要参考史料・文献一覧

表－５　作成地図の概要

橋梁名 市電営業路線 架設地点 橋長・幅員 構造型式
大阪市営電気軌道沿革誌 大阪市電気局 1923 ○ ○ × × ×
大阪市電気局四十年史 大阪市電気局 1943 ○ ○ × × ×
大阪市交通局五十年史 大阪市交通局 1953 ○ ○ × × ×
大阪市電廃止記念誌「市電」 大阪市交通局 1969 ○ ○ × × ×
大阪市交通局七十五年史 大阪市交通局 1978 ○ ○ × × ×
大阪都市計画事業　橋梁総覧 大阪市土木部 1931 ○ × ○ ○ ○
明治大正大阪市史　第2巻・第3巻 大阪市役所 1935 △ △ △ × △
第一次大阪都市計画事業誌 大阪市役所 1944 ○ △ ○ ○ ○
大阪の橋 松村博 1987 ○ ○ ○ △ △
大阪の橋ものがたり 伊藤純 ほか 2010 ○ △ △ △ △
大阪市電橋梁図面電子データ 大阪市建設局橋梁課 2013 ○ ○ ○ ○ ○
大阪市区改正設計図 日下伊兵衛 1920 △ ○ △ × ×
大阪市パノラマ地図 日下伊兵衛 1924 △ ○ △ × ×
最新大大阪市街地図 日下伊兵衛 1940 △ ○ △ × ×

発行年
大阪市電橋梁　詳細データ

史料・文献名 発行者

【凡例】○：ほぼ掲載，△：一部掲載，×：掲載なし

作成地図名 概要（内容・作成方法等）

大阪市電橋梁
構造型式別配置図

大阪市電橋梁詳細データ一覧（表－４）
を参考に，橋梁の構造型式別のプロット
を日下伊兵衛「最新大大阪市街地図」36)

の上に作成

大阪市地耐力分布図

日本建築協会「大阪附近地質図表」掲載
の「大阪市地耐力分布図」45) を参考に，
日下伊兵衛「最新大大阪市街地図」36)に
重ね合わさるように作成

大阪市電路線図
大阪市交通局の史料30)-32)を参考に，大阪
市電の営業路線図を復元し，日下伊兵衛
「最新大大阪市街地図」36)　の上に作成
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表－３　大阪市電事業　営業路線データ一覧 30)，32) をもとに筆者作成

表－３に関する補注
• ［No.：路線番号］は，筆者が便宜上付記したものであり，参考文献 32) に記載されている順番に即している．

No. 期 路線名 起点 終点
営業距離
（km）

全線開通年月 備考

花園橋～境川町間 29.1
境川町～磯路橋間 32.7
磯路橋～千舟橋間 27.3
千舟橋～築港棧橋 32.7

2 2 東西線 九条二番道路 末吉橋西詰 3.685 全線 14.5 明治41年11月
大江橋～渡辺橋間 14.5
渡辺橋～恵美須町間 14.5
梅田～大江橋・梅田～渡辺橋間 21.8
花園橋～端建蔵橋間 14.5
端建蔵橋～大江橋間 18.2

5 3 上本町線 上本町二丁目 天王寺西門前 2.832 全線 14.5 明治44年1月
梅田新道～空心町間 21.8
空心町～天満橋間 14.5

7 3 谷町線 谷町六丁目 天満橋南詰 1.561 全線 14.5 明治44年8月
8 3 北浜線 北浜交差点 今橋東詰 0.499 全線 21.8 明治44年10月
9 3 今橋天満橋筋線 今橋東詰 天満橋南詰 0.563 全線 21.8 明治44年10月
10 3 玉造線 末吉橋西詰 玉造終点 1.980 全線 18.2 明治45年6月
11 3 堺筋線 大江橋南詰 日本橋筋三丁目 3.959 全線 21.8 明治45年5月
12 3 福島曽根崎線 福島西通 梅田新道 1.597 全線 21.8 大正元年9月
13 3 霞町線 恵美須町二丁目 南霞町 0.467 全線 18.2 大正2年4月
14 3 靱本町線 川口町 谷町三丁目 3.331 全線 21.8 大正2年7月

幸西橋北詰～桜川二丁目間 21.8
桜川二丁目～天王寺西門間 18.2

16 3 天神橋西筋線 北浜交差点 天神橋筋六丁目 2.435 全線 18.2 大正4年1月
17 3 松島安治川線 松島町一丁目 南安治川通二丁目 1.738 全線 18.2 大正4年4月

南安治川通二丁目～大正橋間 18.2
大正橋～上本町六丁目間 21.8

19 3 難波木津線 難波元町一丁目 木津敷津町 1.368 全線 18.2 大正5年2月
20 3 西野田線 船津橋南詰 西野田兼平町 1.513 全線 18.2 大正5年12月
21 3 西野田福島線 西野田玉川町四丁目 福島西通 0.926 全線 18.2 大正5年12月
22 4 桜川中之島線 幸西橋北詰 堂島大橋 2.447 全線 21.8 大正10年7月
23 4 霞町玉造線 霞町 玉造停車場 4.748 全線 18.2 大正10年7月
24 4 安治川築港線 玉船橋 千船橋 3.428 全線 21.8 大正11年6月

身禊橋～大正橋間 18.2
大正橋～木津川運河間 21.8

26 4 梅田善源寺町線 梅田車庫前 沢上江町二丁目 2.655 全線 18.2 大正15年4月
西野田兼平町～朝日橋間 18.2
朝日橋～桜島間 21.8

28 4 天満橋善源寺町線 天満橋南詰 東野田九丁目 1.779 全線 18.2 昭和7年7月
29 期外 野田線 玉川町四丁目 野田阪神電車前 0.692 全線 18.2 大正7年4月
30 期外 九条高津連絡線 湊町 賑橋 0.290 全線 11.6 大正9年12月

築港桟橋～天保山桟橋間 21.8
天保山桟橋～三条通四丁目間 18.2

32 期外 天王寺阿倍野線 天王寺西門前 阿倍野橋 0.660 全線 14.5 大正10年12月
33 期外 鶴町線 小林町 大運橋通 3.653 全線 23.6 大正11年5月

谷町棧丁目～偕行社前間 21.8
偕行社前～京橋間 18.2

35 期外 上本町下味原町線 上本町六丁目 舟橋町 0.885 全線 21.8 大正14年11月
36 期外 鶴橋線 舟橋町 大今里 1.265 全線 21.8 昭和2年3月
37 期外 梅田空心町線 阪急電車前 扇橋 1.031 全線 27.3 昭和2年7月
38 期外 長柄橋筋線 天神橋筋六丁目 北長柄町 0.761 全線 27.3 昭和2年10月
39 期外 三軒家新千歳町線 三軒家 新千歳町 2.754 全線 21.8 昭和2年11月
40 期外 堂島大橋線 堂島大橋 福島西通 0.643 全線 21.8 昭和3年4月
41 期外 大手前上本町線 馬場町 上本町二丁目 0.815 全線 21.8 昭和3年8月
42 期外 東野田沢上江町線 東野田九丁目 沢上江町二丁目 1.392 全線 18.2 昭和3年12月
43 期外 城南線 馬場町 森之宮東之町 1.110 全線 21.8 昭和4年2月
44 期外 天王寺大道線 天王寺西門前 寺田町 0.885 全線 21.8 昭和4年2月

沢上江町二丁目～今市間 25.0
今市～守口町間 26.8

46 期外 天満今福線 空心町二丁目 東野田四丁目 0.774 全線 21.8 昭和10年6月
47 期外 土佐堀南岸線 川口町 淀屋橋 2.054 全線 29.1 昭和11年6月
48 期外 阪堺線 芦原橋 湊ノ浜 11.200 昭和19年4月 昭和19年3月，阪堺電鉄より買収
49 期外 玉造森之宮線 玉造 森之宮東之町 0.805 昭和19年6月 戦時中に開通
50 期外 玉造今里線 玉造 今里終点 1.318 昭和19年10月 戦時中に開通
51 期外 百済線 寺田町 百済 1.590 昭和23年12月 戦後に開通
52 期外 天満今福線 東野田 今福 2.434 昭和29年7月 戦後に[46]天満今福線を延長
53 期外 森之宮緑橋線 森之宮東之町 緑橋 1.130 昭和32年4月 戦後に開通

期外

京橋一丁目

0.821

沢上江町二丁目

谷町寝屋川線

築港桟橋

都島守口線

1.143

昭和4年11月5.277桜島駅前西野田兼平町

昭和6年10月4.681

大正12年12月

守口町

大正10年6月

幸西橋北詰

3

西道頓堀天王寺線 3.47615

34

期外

身禊橋

5.697

大正11年10月

期外

築港北海岸通線31

松島南恩加島町線

上本町六丁目

27

18

木津川運河25

九条高津線

4.635

6

西野田桜島線4

明治42年12月2.987

明治44年7月2.350天満橋南詰曽根崎天満橋筋線3

45

谷町三丁目

三条通四丁目

大正4年11月

1

4

南安治川通二丁目

天王寺西門前

明治43年12月恵美須町二丁目梅田停車場前南北線

梅田新道

3

渡辺橋南詰

大正4年1月

道路幅員（m）

1

3

九条中之島線

築港桟橋

7.450

4

築港線

3

花園橋西詰
明治40年3月，複線化工事により，
花園橋～千舟橋間を拡幅
（左記の道路幅員は拡幅後）

2

明治36年9月

花園橋西詰

5.130

- 40 -



表
－
４
　
大
阪
市
電
橋
梁
　
詳
細
デ
ー
タ
一
覧

30
)－
37
)，
41
)－
43
)を
も
と
に
筆
者
作
成

1
1

玉
藻
橋

築
港
線

港
区
/西
区

境
川
運
河

37
.4
9

27
.4
3
上
路

5径
間
木
桁
（
軌
道
部
の
み
I型
鋼
）

複
線
化
後

2
1

夕
凪
橋

築
港
線

港
区

7.
62

27
.4
3
上
路

木
桁
（
軌
道
部
の
み
I型
鋼
）

複
線
化
後

3
1

朝
潮
橋

築
港
線

港
区

八
幡
屋
町
運
河

11
.3
0

28
.0
4
上
路

鋼
鈑
桁

複
線
化
後

4
1

千
舟
橋

築
港
線

港
区

天
保
山
運
河
（
築
港
運
河
）

62
.0
5

21
.9
5
上
路

7径
間
木
桁
（
軌
道
部
の
み
I型
鋼
）

複
線
化
後

5
2

花
宮
橋

東
西
線

港
区
/西
区

尻
無
川

22
.7
1

15
.0
9
上
路

3径
間
木
桁
（
軌
道
部
の
み
I型
鋼
）

6
2

東
雲
橋

東
西
線

西
区

7
2

伯
楽
橋

東
西
線

西
区

木
津
川

67
.1
1

8.
23
上
路

3径
間
鋼
桁

「
橋
梁
課
写
真
」
47
) よ
り

8
2

上
繋
橋

東
西
線

西
区
/南
区

西
横
堀
川

27
.2
0

16
.5
0
上
路

I型
鋼
桁

「
大
阪
の
橋
」
24
) よ
り

9
2

大
江
橋

南
北
線

北
区

堂
島
川

84
.4
0

21
.8
0
上
路

鋼
鈑
桁

「
大
阪
の
橋
」
24
) よ
り

10
2

桜
橋

南
北
線

北
区

曽
根
崎
川

11
2

渡
辺
橋

南
北
線

北
区

堂
島
川

81
.8
2

上
路

鋼
鈑
桁

「
橋
梁
総
覧
」
42
) よ
り

12
2

肥
後
橋

南
北
線

北
区
/西
区

土
佐
堀
川

54
.5
5

上
路

鋼
鈑
桁

「
橋
梁
総
覧
」
42
) よ
り

13
2

江
戸
橋

南
北
線

西
区

江
戸
堀
川

14
2

伏
見
橋

南
北
線

西
区

京
町
堀
川

15
2

靭
橋

南
北
線

西
区

阿
波
堀
川

16
2

阿
古
島
橋

南
北
線

西
区

立
売
堀
川

17
2

西
長
堀
橋

南
北
線

西
区

長
堀
川

18
2

浪
速
江
橋

南
北
線

西
区

堀
江
川

19
2

深
里
橋

南
北
線

西
区
/浪
速
区

道
頓
堀
川

54
.5
0

15
.5
0
上
路

3径
間
鋼
鈑
桁

「
大
阪
の
橋
」
24
) ・
「
橋
梁
課
写
真
」
47
) よ
り

20
2

叶
橋

南
北
線

浪
速
区
/南
区

難
波
入
堀
川

15
.7
8

14
.5
5
上
路

3径
間
鋼
鈑
桁

21
2

名
呉
橋

南
北
線

南
区
/浪
速
区

高
津
入
堀
川

22
3

端
建
蔵
橋

九
条
中
之
島
線

北
区
/西
区

土
佐
堀
川

90
.7
3

20
.8
8
上
路

5径
間
鋼
鈑
桁

23
3

熊
本
橋

九
条
中
之
島
線

北
区

旧
中
之
島
蔵
屋
敷
舟
入

12
.5
0

20
.1
2
上
路

木
桁
（
軌
道
部
の
み
I型
鋼
）

24
3

徳
島
橋

九
条
中
之
島
線

北
区

旧
中
之
島
蔵
屋
敷
舟
入

6.
55

20
.1
2
上
路

木
桁
（
軌
道
部
の
み
I型
鋼
）

25
3

高
松
橋

九
条
中
之
島
線

北
区

旧
中
之
島
蔵
屋
敷
舟
入

8.
08

20
.1
2
上
路

木
桁
（
軌
道
部
の
み
I型
鋼
）

26
3

鳥
取
橋

九
条
中
之
島
線

北
区

旧
中
之
島
蔵
屋
敷
舟
入

8.
08

20
.1
2
上
路

木
桁
（
軌
道
部
の
み
I型
鋼
）

27
3

中
島
橋

九
条
中
之
島
線

北
区

中
之
島
堀
割

12
.6
5

22
.2
5
上
路

I型
鋼
桁

28
3

堀
川
橋

曽
根
崎
天
満
橋
筋
線
北
区

天
満
堀
川

18
.6
0

22
.2
8
上
路

鋼
鈑
桁

29
3

天
満
専
用
橋

曽
根
崎
天
満
橋
筋
線
北
区
/東
区

大
川
（
旧
淀
川
）

15
7.
48

13
.4
4
上
路

9径
間
鋼
鈑
桁

市
電
専
用
橋

30
3

葭
屋
橋

北
浜
線

東
区

東
横
堀
川

上
路

3径
間
鋼
鈑
桁

31
3

末
吉
橋

玉
造
線

南
区

東
横
堀
川

49
.7
0

15
.2
0
上
路

鋼
鈑
桁

「
大
阪
の
橋
」
24
) よ
り

32
3

高
津
原
橋

玉
造
線

南
区

（
東
西
線
・
陸
橋
）

18
.9
0

6.
10
上
路

2径
間
I型
鋼
桁

人
道
橋

33
3

淀
屋
橋

堺
筋
線

北
区
/東
区

土
佐
堀
川

57
.0
0

21
.9
0
上
路

3径
間
鋼
鈑
桁

「
大
阪
の
橋
」
24
) ・
「
橋
梁
課
写
真
」
47
) よ
り

34
3

長
堀
橋

堺
筋
線

南
区

長
堀
川

37
.4
9

21
.9
5
上
路

3径
間
ゲ
ル
バ
ー
式
鋼
鈑
桁

35
3

日
本
橋

堺
筋
線

南
区

道
頓
堀
川

39
.3
2

21
.9
5
上
路

3径
間
ゲ
ル
バ
ー
式
鋼
鈑
桁

36
3

新
出
入
橋

福
島
曽
根
崎
線

北
区

梅
田
入
堀

22
.0
0

24
.1
0
上
路

2径
間
連
続
式
鋼
鈑
桁

N
o.

期
橋
梁
名

架
橋
地
区

跨
線
対
象
物

（
河
川
・
鉄
道
）

橋
長

（
m
）

幅
員

（
m
）

上
路
/下
路

構
造
形
式

備
考

市
電
路
線
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37
3

木
津
川
橋

靱
本
町
線

西
区

木
津
川

75
.3
2

21
.9
5
上
路

3径
間
鋼
2ヒ
ン
ジ
ア
ー
チ

38
3

江
ノ
子
島
橋

靱
本
町
線

西
区

百
間
堀
川

52
.6
5

22
.5
6
上
路

4径
間
鋼
鈑
桁

39
3

門
樋
橋

靱
本
町
線

西
区

海
部
堀
川

3.
30

24
.0
0
上
路

I型
鋼
桁

40
3

信
濃
橋

靱
本
町
線

西
区
/東
区

西
横
堀
川

22
.9
4

22
.4
0
上
路

3径
間
I型
鋼
桁

41
3

本
町
橋

靱
本
町
線

東
区

東
横
堀
川

46
.4
8

22
.8
6
上
路

3径
間
鋼
2ヒ
ン
ジ
ア
ー
チ

42
3

芦
原
橋

西
道
頓
堀
天
王
寺
線
浪
速
区

鼬
川

14
.3
3

18
.9
0
上
路

鋼
鈑
桁

43
3

関
西
線
跨
線
橋

西
道
頓
堀
天
王
寺
線
浪
速
区

関
西
本
線

29
.4
1

6.
25
上
路

3径
間
I型
鋼
桁

44
3

木
津
北
島
町
陸
橋

西
道
頓
堀
天
王
寺
線
浪
速
区

7.
66

5.
64
上
路

I型
鋼
桁

45
3

木
津
勘
助
町
陸
橋

西
道
頓
堀
天
王
寺
線
浪
速
区

5.
92

5.
64
上
路

I型
鋼
桁

46
3

南
海
線
跨
線
橋

西
道
頓
堀
天
王
寺
線
浪
速
区

南
海
本
線

26
.1
4

11
.4
3
上
路

2径
間
鋼
鈑
桁

47
3

難
波
橋

天
神
橋
西
筋
線

北
区
/東
区

土
佐
堀
川
・
堂
島
川

18
6.
86

21
.9
5
上
路

鋼
2ヒ
ン
ジ
ア
ー
チ

48
3

菅
原
橋

天
神
橋
西
筋
線

北
区

天
満
堀
川

17
.6
0

18
.7
5
上
路

鋼
鈑
桁

49
3

扇
橋

天
神
橋
西
筋
線

北
区

天
満
堀
川

11
.5
8

18
.7
5
上
路

鋼
鈑
桁

50
3

天
神
橋
筋
四
丁
目
陸
橋

天
神
橋
西
筋
線

北
区

不
明

3.
66

19
.3
9
上
路

不
明

51
3

川
崎
陸
橋

天
神
橋
西
筋
線

北
区

省
線
城
東
線

14
.0
4

18
.7
5
上
路

鋼
鈑
桁

52
3

天
神
橋
西
一
丁
目
拱
橋

天
神
橋
西
筋
線

北
区

不
明

3.
66

19
.2
0
上
路

不
明

53
3

梅
本
橋

松
島
安
治
川
線

西
区

尻
無
川

24
.5
4

18
.9
0
上
路

3径
間
木
桁
（
軌
道
部
の
み
鋼
鈑
桁
）

54
3

新
櫨
橋

九
条
高
津
線

港
区
/西
区

尻
無
川

25
.3
7

18
.2
9
上
路

3径
間
連
続
式
鋼
鈑
桁

55
3

岩
崎
橋

九
条
高
津
線

西
区
/大
正
区

岩
崎
運
河

75
.5
9

18
.2
9
上
路

4径
間
RC
ア
ー
チ

56
3

大
正
橋

九
条
高
津
線

大
正
区
/浪
速
区

木
津
川

91
.4
4

21
.3
9
下
路

鋼
2ヒ
ン
ジ
ア
ー
チ

57
3

幸
栄
橋

九
条
高
津
線

浪
速
区

湊
町
第
二
堀
割

6.
10

上
路

I型
鋼
桁

58
3

湊
町
橋

九
条
高
津
線

浪
速
区

湊
町
第
一
堀
割

67
.6
7

14
.6
3
上
路

10
径
間
I型
鋼
桁

59
3

賑
橋

九
条
高
津
線

浪
速
区
/南
区

難
波
入
堀
川

20
.1
6

21
.9
5
上
路

3径
間
I型
鋼
桁

60
3

磐
舟
橋

九
条
高
津
線

南
区

高
津
入
堀
川

16
.7
1

21
.9
5
上
路

鋼
鈑
桁

61
3

市
場
橋

難
波
木
津
線

浪
速
区

鼬
川

12
.9
5

18
.9
0
上
路

鋼
鈑
桁

62
3

新
船
津
橋

西
野
田
線

此
花
区
/北
区

堂
島
川

69
.6
5

18
.9
0
上
路

4径
間
鋼
鈑
桁

63
4

幸
西
橋

桜
川
中
之
島
線

西
区

道
頓
堀
川

51
.6
1

18
.2
9
上
路

6径
間
木
桁
（
後
に
軌
道
部
の
み
I型
鋼
桁
）

64
4

阪
栄
橋

桜
川
中
之
島
線

西
区

堀
江
川

21
.3
4

18
.2
9
上
路

3径
間
木
桁

65
4

白
髪
橋

桜
川
中
之
島
線

西
区

長
堀
川

45
.7
2

18
.2
9
上
路

5径
間
木
桁
（
後
に
軌
道
部
の
み
I型
鋼
桁
）

66
4

宍
喰
屋
橋

桜
川
中
之
島
線

西
区

立
売
堀
川

20
.5
0

18
.2
9
上
路

3径
間
木
桁
（
後
に
軌
道
部
の
み
I型
鋼
桁
）

67
4

岡
崎
橋

桜
川
中
之
島
線

西
区

阿
波
堀
川

16
.3
8

18
.2
9
上
路

2径
間
木
桁
（
後
に
軌
道
部
の
み
I型
鋼
桁
）

68
4

海
部
橋

桜
川
中
之
島
線

西
区

海
部
堀
川

18
.1
5

18
.2
9
上
路

2径
間
木
桁
（
後
に
2径
間
鋼
鈑
桁
に
架
替
）

69
4

千
両
橋

桜
川
中
之
島
線

西
区

京
町
堀
川

20
.3
0

22
.2
8
上
路

2径
間
木
桁
（
後
に
2径
間
鋼
鈑
桁
に
架
替
）

70
4

花
乃
井
橋

桜
川
中
之
島
線

西
区

江
戸
堀
川

18
.0
0

22
.2
8
上
路

2径
間
木
桁
（
後
に
2径
間
鋼
鈑
桁
に
架
替
）

71
4

土
佐
堀
橋

桜
川
中
之
島
線

北
区
/西
区

土
佐
堀
川

67
.9
7

19
.0
5
上
路

4径
間
鋼
鈑
桁

72
4

玉
船
橋

安
治
川
築
港
線

港
区

境
川
運
河

36
.7
3

22
.2
5
上
路

5径
間
木
桁

73
4

幸
運
橋

安
治
川
築
港
線

港
区

八
幡
屋
町
運
河

28
.8
5

11
.2
8
上
路

3径
間
鋼
鈑
桁

74
4

岩
松
橋

松
島
南
恩
加
島
町
線
西
区
/大
正
区

岩
崎
運
河

66
.4
0

14
.6
0
上
路

4径
間
鋼
鈑
桁

「
大
阪
の
橋
」
24
) よ
り

75
4

材
木
橋

松
島
南
恩
加
島
町
線
大
正
区

大
正
運
河

上
路

鋼
鈑
桁
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表
－
４
に
関
す
る
補
注

• 
［
N
o.
：
橋
梁
番
号
］
は
，
筆
者
が
便
宜
上
付
記
し
た
も
の
で
あ
り
，
参
考
文
献
31
)に
記
載
さ
れ
て
い
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図ー４　大阪市電橋梁配置図（構造型式別）・市電路線図・地耐力分布図表－４，36)，45) をもとに筆者作成
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４．大阪市電橋梁の特徴

(1) 構造型式について
　プロットした 90 橋について，構造型式別の割合
を求めると，以下の図－５，図－６に示すグラフの
ようになる．
　初めに，大阪市電橋梁全体として見ると，桁橋が
９割を占め，かつ鋼桁（鋼鈑桁・I 型鋼桁）を用い
た橋梁が半分以上を占めていたことがわかる．木桁
橋については，25％近く用いられていたが，いずれ
も，主桁は木桁でありながら軌道部の下に鋼桁を用
いている．一方で，アーチ橋はわずか９橋のみの架
設となっている．
　次に，路線工期別に見ると，　鋼桁・木桁橋はど
の工期においても採用されているのに対し，アーチ
橋は第３期線以降に採用されているのみである．
　以上より，大阪市電橋梁は主に鋼桁，木桁の橋梁
が標準設計的に多く採用され，アーチ橋は例外的に
採用されていたことが明らかとなった．

(2) 市電路線との関係
　次に，橋梁と路線との関係について考察すると，
堺筋線に架かる［34：橋梁番号］長堀橋と［35］
日本橋，西野田桜島線に架かる［78］木場川橋と［79］
宮下橋は，それぞれ同一の構造型式・意匠で統一さ
れていることが図面及び写真から読み取れる．特に，
長堀橋（図－７）と日本橋（図－８）は，明治大正
大阪市史 46) にゲルバー式鋼鈑桁で架設された旨が
順に記載されており，何らかの設計意図があると推
測されるが，詳細は不明である．

(3) 地盤との関係
　図－４より，大阪市内中心部の地盤特性を見ると，
東方向の地耐力が強く，南西方向へ行くにしたがっ
て地耐力が弱くなる傾向が読み取れる．(1) で述べ
たように，多くの橋梁は，軟弱地盤においても安定
性のある桁橋が採用されていたと推測される．しか
し，軟弱地盤において例外的にアーチ橋が採用され
ている事例が存在する．これらについては，(4) 個
別の橋梁デザインにて考察する．
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図ー５　構造型式別割合（全体）

図ー６　構造型式別割合（路線工期別）

図ー７　長堀橋 47) 図ー８　日本橋 47)
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(4) 個別の橋梁デザインの考察
　ここまで大阪市電橋梁全体を俯瞰してデザインの
特徴を述べてきたが，特徴のある事例及び例外的な
事例について，個別に述べる．
a) 同一路線における高欄意匠の統一
　堺筋線に架かる［34］長堀橋と［35］日本橋，九
条高津線に架かる［59］賑橋と［60］磐舟橋，西
野田桜島線に架かる［78］木場川橋と［79］宮下
橋は，同一路線上にあり，かつ隣接する橋梁である．
これらの橋梁の高欄は同様の意匠が施されていたこ
とが図面より読み取れる．
　特に，［59］賑橋と［60］磐舟橋のセットには，
大阪市の市章である「澪標」のデザインが施されて

いることがわかる（図－ 9～ 11）．これらの事例は
既存研究 24) － 29) で指摘されている「同一路線に存在
する橋梁の意匠統一」という考え方が，大阪市電橋
梁において具体的に見られた事例として捉えること
ができる．
b) 特定路線における高欄意匠の多種性

　桜川中之島線にかかる［63］幸西橋，［64］阪栄
橋，［65］白髪橋，［66］宍喰屋橋，［67］岡崎橋，
［68］海部橋，［69］千両橋，［70］花乃井橋，［71］
土佐堀橋の９橋の高欄意匠について，全て異なる模
様が施されていることが図面より読み取れる（図－
12）．他の路線および橋梁では，このような例を見
ることができず，特徴ある事例と言える．

図－ 10　磐舟橋 高欄図 37)図－９　賑橋 高欄図 37) 図－ 11　大阪市章 48)

図－ 12　桜川中之島線橋梁群 高欄図 37)
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土佐堀橋千両橋 花乃井橋
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岡崎橋 海部橋宍喰屋橋
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c) 軟弱地盤でのアーチ橋の採用
　軟弱地盤でありながら，桁橋ではなくアーチ橋が
採用されたのが，［37］木津川橋，［55］岩崎橋，［56］
大正橋，［101］堂島大橋，［105］昭和橋である．
この中から，［37］木津川橋，［56］大正橋について，
既存研究と合わせて考察する．
　木津川橋は，既存研究 49) でも指摘されているよ
うに，橋詰に大阪府庁舎という重要な建築物が隣接
し，場の関係性を重視する景観的調和の思想から，
府庁舎との意匠統一が図られている．
　なお，木津川橋と市電同一路線上にある［41］本
町橋は，３径間上路式鋼２ヒンジアーチ橋として，
木津川橋と意匠が統一されている 49) とともに，地
盤が相対的に良い場所に立地している．アーチス
パンは，木津川橋の 22.9m に対して，本町橋は
14.0mとかなり短くなっている．このことは，地盤
や必要なスパンといった架橋条件の物理的要因以上
に意匠上の統一が重視されたものと解釈できる．
　大正橋は，大正 4（1915）年に下路式鋼 2ヒンジ
アーチ橋として架設された．支間長が90.6mと長く，
道路橋の設計仕様が十分に整理されていなかったこ
ともあり，当時としては日本一長いアーチ橋であっ
た 50)．架設地点は複数の河川・運河が交差する舟運
上重要な場所であり，また，大正橋の上流に大阪ガ
スの工場が存在したことから，船の航行を邪魔しな
いために橋脚を設置することのない下路式アーチ橋
が採用されたという背景がある 50)，51)．
　上記のように，木津川橋，大正橋では，架設地点
の「場の関係性」を重視した型式選定がなされたと
推測できる．

５．まとめと今後の課題

　本論文では，「チーム市電」による貴重な史料を

活用し，これまで網羅的に把握することがされてい
なかった大阪市電橋梁を概観するための基礎的整理
を行うことができた．その結果，大阪市電橋梁の全
体的な傾向と幾つかのデザイン上の特質を明らかに
することができた．多くの橋梁は架替あるいは撤去
されているなかで，図面に基づく明治末期から昭和
の戦前期に至る大阪市電橋梁の全体像を把握できた
ことは意義がある．一方で，当時の設計等に関する
言説がほとんど残されていないため，その設計意図
等に関する研究の進展は困難であり，今後図面およ
び写真からどこまでそれを読み取れるかが課題であ
る．また，大阪市電事業に引き続き行われた第一次
都市計画事業との関連性，市電事業という独立した
都市インフラ整備事業としての特質，東京における
市電事業との比較といった観点からの研究も必要と
考えられる．
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管に尽力されてこられた方々への敬意と感謝を申し
上げる．また，研究会の代表である松村博氏，幹事
の黒山泰弘氏には，貴重なデータのご提供と度々の
ご指導をいただいた．ここに深く感謝申し上げる．

補注
注１：旧地名の調査には，参考文献 41)；角川書店：角川
　　　日本地名大辞典 , No.27, 大阪府 ,1983 を用い，参
　　　考文献 30) － 32) の地図と照合した．
注２：表－４記載の［93］南玉津橋 ～［101］堂島大橋，
　　　［104］桜宮橋 ～［106］西国橋の 12 橋について，
　　　一般には「第一次都市計画事業により架設された橋
　　　梁」であるとされているが，当時の大阪市は財政難
　　　であり，大阪市電事業による収益を第一次都市計画
　　　事業の工費に組み替えていた 44)．このような背景
　　　から，大阪市電事業に関する文献 30) － 32），第一次
　　　都市計画事業に関する文献 42），43）の双方に橋梁名の
　　　記載がなされているため，本論文ではこれらの橋梁
　　　を「大阪市電橋梁」として扱うこととする．
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